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令和8年（２０２6年）6月定例会の審議の要点令和8年（２０２6年）6月定例会の審議の要点
　６月定例会は、６月９日（火）から６月１９日（金）までの１１日間にわたり開かれました。審議
の内容については、専決処分の承認を求める議案５件、一般会計・水道事業会計の補正予算２
件、その他１件、人事案件１件、合計９件の議案について審議し、すべて原案の通り承認・可
決・同意しました。

一般会計補正予算：３７３５万円増額（総額１１１億６３５万円）
水道事業会計補正予算：　１２９万円組替（予備費から営業費用へ）

令和８年度 ６月補正予算

本会議の模様を上市町公式YouTube で公開中
本会議（6/9）
提案理由

本会議（6/19）本会議（6/12）
一般質問前半

本会議（6/12）
一般質問後半 委員長報告・討論・採決

本会議の審議結果は
こちらから↓

ふるさと応援基金
 （R７.１１～R８.３ 寄付分）　６９３万円

　子ども・子育て支援納付金とは…
　社会全体で子ども・子育て世代を支えるための、新
しい財源。
　健康保険などの「医療保険制度」を活用して、全て
の加入者からお金を集め、それを「少子化対策」の財
源に回す仕組み。

①富士化学工業（株）「富士化
　学スポーツパーク丸山（略
　称フジスポ）」と命名（年間
　３８５万円：１０年契約）。
②（株）池田模範堂「ムヒ北ア
　ルプス文化センター」と命名
　（年間２７５万円：３年契約）

審議した主な事業審議した主な事業審議した主な事業審議した主な事業

※水道メータ交換業務における国の労務単価が改定され、委託料が不足したことによるもの。

※写真はイメージです。

＜専決処分＞

ネーミングライツ事業
　　　　　　４６０万円

＜補正予算（歳入）＞

　物価高騰影響による価格上
昇を受け、購入費用を増額。

教員用タブレット購入
　　　　　１１５８万円

＜補正予算（歳出）＞

　老朽化した除雪機械を更新
するため、スノーローダ1台
を取得。　
　〇納期：令和８年１１月

除雪機械取得
　　　　 １２２９万円

＜契約＞

子ども・子育て支援納付金課税額の創設
＜上市町国民健康保険税条例の一部改正＞

限度額：３万円
改正日：令和８年４月１日

※個人から２９６件の寄付
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生ごみの水切り器

上
市
町
公
式
L
I
N
E
ア
カ
ウ
ン
ト 

友
だ
ち
追
加
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

【
審
議
の
結
果
】

委
員
会
所
管
の
議
案
を
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。 

所
管
事
務
事
項
の
継
続
審

査
は
了
承
。 

　
　
　

 

町
民
課 

ご
み
の
減
量
化
10
％
の
目

標
達
成
は
期
限
を
決
め
て

い
る
か
。 

　

令
和
９
年
度
末
ま
で
に

７
年
度
比
10
％
削
減
を
目

指
し
て
い
る
。 

達
成
で
き
な
か
っ
た
時
の

対
策
は
考
え
て
い
る
か
。 

　

今
の
と
こ
ろ
当
町
で
は

ご
み
の
有
料
化
は
予
定
し

て
い
な
い
。
ご
み
の
減
量

は
町
に
と
っ
て
急
務
で
あ

る
た
め
、
町
民
と
町
が
一

体
と
な
っ
て
、
目
標
達
成

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。 

生
ゴ
ミ
の
水
切
り
器
（
予

算
１
４
９
万
６
０
０
０

円
）
は
、
い
く
つ
購
入
を

予
定
し
て
い
る
か
。 

　

６
０
０
０
個
の
購
入
を

総
務
課 

◎
報
告 

・
上
市
町
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画

の
改
定
に
つ
い
て 

　

国
の
改
定
に
あ
た
り
県

と
歩
調
を
合
わ
せ
、
連
携

し
た
感
染
症
対
策
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
、
富
山

県
厚
生
部
及
び
富
山
県
中

部
厚
生
セ
ン
タ
ー
の
監
修

を
得
な
が
ら
策
定
す
る
。 

改
正
前
の
計
画
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
時
に
も

あ
っ
た
の
か
。 

　

改
正
前
の
計
画
内
容
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

対
応
が
主
で
あ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応

に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い

な
か
っ
た
。
今
回
改
正
す

る
計
画
は
幅
広
い
感
染
症

対
策
に
対
応
で
き
る
。 

企
画
課 

◎
報
告 

・
上
市
ぐ
る
っ
と
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
開
催

に
つ
い
て 

　

毎
年
11
月
に
上
市
町
で

行
わ
れ
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
新
企
画
「
公
民
館
対

抗
戦
」
に
向
け
、
各
地
区

公
民
館
で
代
表
予
選
会
と

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
会
を

開
催
す
る
。 

ス
マ
ホ
役
場
の
無
料
相
談

室
も
同
時
開
催
と
あ
る

が
、
企
画
課
に
使
い
方
に

対
す
る
問
い
合
わ
せ
は
あ

る
の
か
。 

　

窓
口
に
来
庁
さ
れ
た
際

に
問
い
合
わ
せ
を
受
け
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
ほ
か
、
担

当
課
へ
直
接
問
い
合
わ
せ

さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
ス

マ
ホ
役
場
の
周
知
を
図
る

た
め
、
本
機
会
を
活
用

し
、
友
だ
ち
登
録
を
促
進

し
た
い
。 

財
務
課 

国
民
健
康
保
険
税
に
お
い

て
新
た
に
課
税
さ
れ
る
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
課
税
額
の
、
所
得
割

と
均
等
割
は
、
県
内
15
市

町
村
で
違
う
の
か
。 

　

県
内
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。

所
得
割
に
つ
い
て
は
当
町

は
０
・
３
％
で
あ
る
。

予
定
し
て
い
る
。
納
入
は

最
短
で
９
月
頃
に
な
る
。 

ど
こ
で
配
布
す
る
の
か
。 

　

町
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
や

役
場
、
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館

な
ど
で
配
布
す
る
。 

電
動
生
ご
み
処
理
機
の
補

助
実
績
は
。 

　

令
和
７
年
度
は
17
件
。

電
動
生
ご
み
処
理
機
の
補

助
は
、
県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
補
助
額
で
あ
る
。
こ

の
補
助
制
度
の
活
用
も
水

切
り
器
と
併
せ
て
、
町
民

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

 

産
業
課

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の

担
当
課
が
変
わ
っ
た
の
は

な
ぜ
か
。

　

本
年
度
よ
り
、
当
事
業

が
産
業
課
企
業
支
援
班
所

管
と
な
っ
た
の
は
町
内
事

業
者
と
連
携
を
深
め
や
す

い
と
い
う
強
み
を
活
か
せ

る
た
め
。
制
度
の
活
用
を

通
じ
て
、
地
域
経
済
の
支

援
と
上
市
町
の
フ
ァ
ン
づ

く
り
に
精
一
杯
取
り
組
ん

で
い
く
。 

◎
報
告

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業
に
つ
い
て 

　

物
価
高
騰
に
伴
う
経
済

活
性
化
を
目
的
に
、
1
冊

１
3
０
０
０
円
分
を
1
０

０
０
０
円
で
発
行
（
プ
レ

ミ
ア
ム
率
30
％
）。

　

対
象
は
町
内
在
住
・
在

勤
者
で
、
1
人
５
冊
ま

で
。
利
用
期
間
は
７
月
26

日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
。 

 

【
審
議
の
結
果
】 

委
員
会
所
管
の
議
案
を
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。 

所
管
事
務
事
項
の
継
続
審

査
は
了
承
。

委

員

会

報

委

員

会

報

告告

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

総
務
教
育

常
任
委
員
会
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百塚由紀議員

廣田泰三議員

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

こ
ど
も
の
権
利
条
例
を
ど

う
活
か
す
の
か

議
員
　
義
務
教
育
学
校
整

備
に
あ
た
り
、
各
学
校
の

特
色
あ
る
教
育
や
文
化
を

ど
う
新
し
い
学
校
へ
反
映

す
る
の
か
。

教
育
長
　
統
合
前
の
各
校

の
地
域
資
源
や
歴
史
を
生

か
し
培
っ
て
き
た
独
自
の

教
育
活
動
や
行
事
を
踏
ま

え
、
子
ど
も
た
ち
や
教
職

員
が
新
た
な
学
校
の
特
色

を
少
し
ず
つ
創
り
上
げ
て

い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
地
域
に
出
向
き
意

見
を
聞
く
機
会
の
設
定
は
。

教
育
長
　
義
務
教
育
学
校

の
開
設
に
向
け
、
地
域
の

代
表
者
や
保
護
者
の
皆
さ

ん
と
校
名
や
校
章
、
校
歌

の
ほ
か
、
教
育
課
程
も
含

め
た
学
校
経
営
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
場
と
し
て
準

備
部
会
を
設
け
る
な
ど
、

対
話
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
白
萩
西
部
小
学
校

及
び
陽
南
小
学
校
の
特
色

は
中
央
小
学
校
へ
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長
　
学
校
の
特
色
は

地
域
と
と
も
に
築
き
上
げ

て
い
く
も
の
で
あ
り
、
今

回
の
先
行
統
合
に
あ
た
っ

て
も
３
校
の
児
童
や
保
護

者
の
方
々
が
交
流
を
深
め

て
い
く
中
で
、
新
た
な
特

色
を
創
っ
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
環
境
変
化
に
な
じ

め
な
い
児
童
へ
の
支
援
は
。

教
育
長
　
教
室
に
入
る
こ

と
が
難
し
い
児
童
が
安
心

し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
「
居
場
所
」
と
し
て
校

内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を

上
市
中
央
小
学
校
に
新
た

に
開
設
。
学
校
で
も
子
ど

も
た
ち
の
日
々
の
様
子
を

注
意
深
く
見
守
っ
て
い
る
。

議
員
　
半
年
や
１
年
と
い

っ
た
節
目
に
、
教
育
委
員

会
側
か
ら
保
護
者
・
児
童

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

学
校
の
特
色
と
児
童
支
援

議
員
　
各
地
で
耕
作
放
棄

地
が
目
立
ち
、
農
業
の
担

い
手
不
足
、
後
継
者
不
足

は
当
町
の
農
業
の
喫
緊
の

重
要
課
題
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
中
、
農
業
機
械
の

有
名
な
会
社
が
農
業
機
械

の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
る
と
い

う
情
報
を
得
た
が
導
入
を

検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

産
業
課
長
　
コ
ン
バ
イ
ン

や
ト
ラ
ク
タ
ー
を
始
め
と

し
た
農
業
機
械
は
価
格
の

上
昇
が
続
い
て
お
り
、
買

い
替
え
に
は
多
額
の
費
用

を
要
す
る
た
め
、
農
業
機

械
の
故
障
を
機
に
離
農
を

考
え
る
農
業
者
は
一
定
数

い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
有
名
な
会
社
は
農

業
機
械
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
が
、
水
稲
中
心
の
地
域

の
場
合
、
田
植
え
機
や
コ

ン
バ
イ
ン
は
農
家
が
使
用

を
希
望
す
る
時
期
が
重
な

る
た
め
レ
ン
タ
ル
に
は
向

か
な
い
。
新
規
就
農
者
の

利
用
が
何
人
程
度
見
込
め

る
か
、
将
来
的
に
農
業
機

械
の
購
入
が
期
待
で
き
る

の
か
な
ど
採
算
性
も
考
慮

し
て
事
業
に
協
力
す
る
こ

と
か
ら
、
新
規
就
農
者
支

援
の
た
め
、
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
感
じ

た
。

 

な
お
、
新
規
就
農
者
に

対
し
て
農
業
機
械
の
購
入

等
に
係
る
手
厚
い
補
助
制

度
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で

必
要
性
を
検
討
し
た
い
。

農
業
機
械
の

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

一
般
質
問

一
般
質
問
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百塚由紀議員

廣田泰三議員

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

こ
ど
も
の
権
利
条
例
を
ど

う
活
か
す
の
か

議
員
　
義
務
教
育
学
校
整

備
に
あ
た
り
、
各
学
校
の

特
色
あ
る
教
育
や
文
化
を

ど
う
新
し
い
学
校
へ
反
映

す
る
の
か
。

教
育
長
　
統
合
前
の
各
校

の
地
域
資
源
や
歴
史
を
生

か
し
培
っ
て
き
た
独
自
の

教
育
活
動
や
行
事
を
踏
ま

え
、
子
ど
も
た
ち
や
教
職

員
が
新
た
な
学
校
の
特
色

を
少
し
ず
つ
創
り
上
げ
て

い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
地
域
に
出
向
き
意

見
を
聞
く
機
会
の
設
定
は
。

教
育
長
　
義
務
教
育
学
校

の
開
設
に
向
け
、
地
域
の

代
表
者
や
保
護
者
の
皆
さ

ん
と
校
名
や
校
章
、
校
歌

の
ほ
か
、
教
育
課
程
も
含

め
た
学
校
経
営
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
場
と
し
て
準

備
部
会
を
設
け
る
な
ど
、

対
話
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
白
萩
西
部
小
学
校

及
び
陽
南
小
学
校
の
特
色

は
中
央
小
学
校
へ
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長
　
学
校
の
特
色
は

地
域
と
と
も
に
築
き
上
げ

て
い
く
も
の
で
あ
り
、
今

回
の
先
行
統
合
に
あ
た
っ

て
も
３
校
の
児
童
や
保
護

者
の
方
々
が
交
流
を
深
め

て
い
く
中
で
、
新
た
な
特

色
を
創
っ
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
環
境
変
化
に
な
じ

め
な
い
児
童
へ
の
支
援
は
。

教
育
長
　
教
室
に
入
る
こ

と
が
難
し
い
児
童
が
安
心

し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
「
居
場
所
」
と
し
て
校

内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を

上
市
中
央
小
学
校
に
新
た

に
開
設
。
学
校
で
も
子
ど

も
た
ち
の
日
々
の
様
子
を

注
意
深
く
見
守
っ
て
い
る
。

議
員
　
半
年
や
１
年
と
い

っ
た
節
目
に
、
教
育
委
員

会
側
か
ら
保
護
者
・
児
童

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

学
校
の
特
色
と
児
童
支
援

議
員
　
各
地
で
耕
作
放
棄

地
が
目
立
ち
、
農
業
の
担

い
手
不
足
、
後
継
者
不
足

は
当
町
の
農
業
の
喫
緊
の

重
要
課
題
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
中
、
農
業
機
械
の

有
名
な
会
社
が
農
業
機
械

の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
る
と
い

う
情
報
を
得
た
が
導
入
を

検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

産
業
課
長
　
コ
ン
バ
イ
ン

や
ト
ラ
ク
タ
ー
を
始
め
と

し
た
農
業
機
械
は
価
格
の

上
昇
が
続
い
て
お
り
、
買

い
替
え
に
は
多
額
の
費
用

を
要
す
る
た
め
、
農
業
機

械
の
故
障
を
機
に
離
農
を

考
え
る
農
業
者
は
一
定
数

い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
有
名
な
会
社
は
農

業
機
械
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
が
、
水
稲
中
心
の
地
域

の
場
合
、
田
植
え
機
や
コ

ン
バ
イ
ン
は
農
家
が
使
用

を
希
望
す
る
時
期
が
重
な

る
た
め
レ
ン
タ
ル
に
は
向

か
な
い
。
新
規
就
農
者
の

利
用
が
何
人
程
度
見
込
め

る
か
、
将
来
的
に
農
業
機

械
の
購
入
が
期
待
で
き
る

の
か
な
ど
採
算
性
も
考
慮

し
て
事
業
に
協
力
す
る
こ

と
か
ら
、
新
規
就
農
者
支

援
の
た
め
、
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
感
じ

た
。

 

な
お
、
新
規
就
農
者
に

対
し
て
農
業
機
械
の
購
入

等
に
係
る
手
厚
い
補
助
制

度
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で

必
要
性
を
検
討
し
た
い
。

農
業
機
械
の

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

一
般
質
問

一
般
質
問

當波紀子議員

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

・
行
政
運
営
の
見
え
る
化

と
説
明
責
任

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
実
効
性

・
町
の
情
報
発
信
力
強
化

と
広
報
戦
略

・
児
童
手
当
の
受
給
口
座

変
更
に
つ
い
て

酒井一好議員

ふるさと納税返礼品

議
員

　本
町
の
特
産
品
に

魅
力
を
感
じ
た
方
、
出
身

や
ゆ
か
り
の
あ
る
方
、
自

然
や
文
化
に
関
心
を
持
っ

た
方
な
ど
、
町
を
応
援
し

て
下
さ
る
方
と
、
継
続
的

な
応
援
、
再
寄
附
、
来
訪

に
つ
な
が
る
施
策
を
。

産
業
課
長
　
ふ
る
さ
と
納

税
は
将
来
に
わ
た
る
関
係

人
口
を
創
出
す
る
た
め
の

重
要
な
施
策
で
あ
る
と
捉

え
て
お
り
、寄
附
者
を『
町

の
フ
ァ
ン
』
へ
と
育
て
る

こ
と
が
大
切
だ
。

　
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は

地
域
事
業
者
と
連
携
し
、

魅
力
あ
る
特
産
品
を
視
覚

的
な
面
も
含
め
て
さ
ら
に

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る

と
と
も
に
、
町
に
訪
れ
て

い
た
だ
き
直
接
自
然
や
文

化
に
触
れ
る
、
い
わ
ゆ
る

『
コ
ト
消
費
』
型
の
返
礼

品
拡
充
に
重
点
を
置
い

て
、
全
国
に
町
の
フ
ァ
ン

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
関
係
性
を

よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る

た
め
、
今
後
は
、
単
な
る

事
業
報
告
に
留
ま
ら
ず
、

返
礼
品
を
生
産
・
製
造
し

て
い
る
地
域
の
事
業
者
の

想
い
な
ど
も
届
け
て
い
く
。

　
あ
わ
せ
て
、
寄
附
者
に

返
礼
品
を
発
送
す
る
際
に

町
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
情
報
も
周
知
し
、
町

の
『
今
』
を
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
る
。
　

　
最
後
に
、
寄
附
者
と
の

つ
な
が
り
を
一
過
性
の
も

の
に
し
な
い
た
め
、
寄
附

者
の
皆
様
を
当
町
に
お
招

き
す
る
「
フ
ァ
ン
感
謝
ツ

ア
ー
」
な
ど
と
い
っ
た
企

画
を
検
討
す
る
。
こ
の
ツ

ア
ー
は
地
域
事
業
者
と
連

携
し
て
、
寄
附
者
に
「
応

援
し
よ
う
。
当
町
に
来
た

い
。」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
機
運
を
醸
成

し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
者
と
の
つ
な
が
り

一
般
質
問

議
員

　個
別
避
難
計
画
は
、

災
害
時
に
支
援
が
必
要
な

方
ご
と
に
避
難
方
法
や
支

援
者
を
定
め
る
重
要
な
制

度
で
あ
る
。
最
新
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。

福
祉
課
長
　
個
別
避
難
計

画
は
、
避
難
行
動
要
支
援

者
の
う
ち
、
土
砂
災
害
等

危
険
な
場
所
に
居
住
す
る

独
居
高
齢
者
や
要
介
護
４

以
上
の
認
定
者
か
ら
作
成

し
て
き
た
。
作
成
率
は
令

和
８
年
４
月
１
日
時
点
で

約
19
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

　
引
き
続
き
、
要
介
護
度

や
年
齢
の
高
い
方
か
ら
順

次
そ
の
対
象
を
広
げ
、
作

成
率
の
向
上
に
努
め
る
。

議
員

　個
別
避
難
計
画
の

作
成
に
民
生
委
員
の
方
々

が
尽
力
さ
れ
、
大
変
苦
労

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
た
。

民
生
委
員
は
地
域
福
祉
の

最
前
線
で
活
動
さ
れ
、
こ

の
計
画
の
作
成
に
お
い
て

も
役
割
は
重
要
で
あ
る
が
、

過
度
な
負
担
を
か
け
る
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

民
生
委
員
の
負
担
軽
減
策

の
考
え
は
あ
る
か
。

福
祉
課
長
　
令
和
６
年
度

よ
り
町
か
ら
直
接
、
避
難

行
動
要
支
援
者
宛
て
に
調

査
票
等
を
発
送
し
、
記
入

と
返
送
を
す
る
よ
う
手
続

方
法
を
変
更
し
た
。
民
生

委
員
の
負
担
は
大
幅
に
軽

減
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

議
員

　個
別
避
難
計
画
を

確
実
に
進
捗
す
る
た
め

に
、
避
難
支
援
必
要
度
を

把
握
す
る
避
難
支
援
台
帳

を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
課
長
　
避
難
支
援
台

帳
整
備
は
重
要
で
あ
り
、

具
体
的
な
支
援
方
法
を
把

握
し
て
お
く
こ
と
と
し
て

は
望
ま
し
い
が
、
要
介
護

度
に
よ
っ
て
支
援
方
法
が

あ
る
程
度
想
定
で
き
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
個
別
避
難

計
画
の
作
成
率
を
最
大
限

高
め
る
こ
と
を
最
優
先
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員

　個
別
避
難
計
画
の

取
組
み
に
つ
い
て
前
向
き

に
進
め
て
い
る
姿
勢
が
示

さ
れ
心
強
く
感
じ
る
。
災

害
対
策
は
、
起
き
る
前
に

ど
こ
ま
で
備
え
る
か
が
重

要
で
あ
り
、
更
な
る
進
展

を
願
う
。

避
難
支
援
体
制
の
強
化
を

一
般
質
問
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農機シェアリングサービス

碓井憲夫議員

伊井勇治議員

千
葉
県
多
古
町
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り

議
員
　
競
争
力
の
あ
る
子

ど
も
を
中
心
に
統
合
を
進

め
て
は
な
ら
な
い
。
進
め

ら
れ
て
い
る
学
校
統
合
が

一
極
化
で
あ
る
。
少
子
化

を
背
景
に
全
国
で
統
合
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
先

生
の
な
り
手
不
足
や
不
登

校
も
増
え
て
い
る
。
教
育

の
現
場
と
町
の
未
来
に
暗

雲
を
も
た
ら
さ
な
い
か
心

配
し
て
い
る
。
多
額
な
コ

ス
ト
を
使
わ
ず
、
分
散
し

て
既
存
校
舎
の
活
用
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。

町
長
　
令
和
５
年
度
に
開

催
し
た
学
校
教
育
審
議
会

の
中
で
、
こ
の
案
に
つ
い

て
「
一
つ
の
校
区
を
分
散

さ
せ
る
こ
と
に
保
護
者
も

含
め
地
域
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
」

等
の
意
見
が
多
数
を
占
め

た
こ
と
か
ら
、
町
内
小
中

学
校
を
統
合
し
た
義
務
教

育
学
校
を
つ
く
る
こ
と
を

町
の
方
針
と
し
た
。

　
町
に
お
い
て
は
、
校
舎

面
積
の
縮
減
を
図
る
な
ど

事
業
費
の
抑
制
に
努
め
、

文
部
科
学
省
の
公
立
学
校

施
設
整
備
費
負
担
金
に
係

る
補
助
単
価
引
き
上
げ
の

要
望
を
国
・
県
に
対
し
繰

り
返
し
行
う
な
ど
、
町
の

財
政
負
担
を
極
力
抑
え
る

よ
う
努
力
し
て
い
る
。

　
町
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
、
魅
力
的

で
特
色
あ
ふ
れ
る
学
校
の

建
設
に
真
摯
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

議
員
　
こ
れ
か
ら
も
農
業

の
後
退
が
進
む
と
上
市
町

の
持
続
が
懸
念
さ
れ
る
。

コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク
タ

ー
の
買
替
え
が
で
き
な
く

農
業
を
や
め
る
方
が
い
る
。

農
機
具
メ
ー
カ
ー
と
共
同

し
、
小
さ
な
農
家
を
対
象

に
農
機
具
リ
ー
ス
制
度
を

行
う
こ
と
を
提
案
す
る
。

町
長
　
小
規
模
農
家
向
け

の
農
機
具
の
リ
ー
ス
制
度

を
つ
く
る
こ
と
は
難
し
い

と
思
わ
れ
る
が
、
他
自
治

体
の
事
例
の
調
査
や
他
の

農
機
具
メ
ー
カ
ー
へ
の
聞

き
取
り
を
行
い
、
事
業
実

施
の
可
能
性
を
探
り
た
い
。

議
員
　
農
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
遊
休
農
地
の
実
態

を
把
握
し
て
い
る
か
。
農

地
の
利
活
用
の
た
め
一
般

法
人
な
ど
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
か
。
Ｊ
Ａ
ア
ル
プ
ス
と

協
力
し
農
業
従
事
者
に
斡

旋
で
き
な
い
か
。
遊
休
農

地
を
活
用
し
た
地
区
計
画

を
策
定
し
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
を
検
討
し
て
は
如
何

か
。

産
業
課
長
　
遊
休
農
地
は
、

定
期
的
な
農
業
委
員
の
活

動
や
毎
年
８
月
の
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
に
て
把
握
し
て

い
る
。
農
地
を
相
続
さ
れ

た
方
が
町
外
・
県
外
に
居

住
さ
れ
て
い
て
、
高
齢
化

に
伴
う
離
農
や
管
理
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で

あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　
一
般
法
人
等
へ
の
Ｐ
Ｒ

は
、
法
人
側
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、
富
山

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ

Ａ
ア
ル
プ
ス
等
と
連
携
し

手
続
き
を
案
内
し
て
い
る
。

　
農
地
の
斡
旋
に
つ
い

て
、
現
在
、
農
地
の
貸
し

借
り
は
、
富
山
県
農
林
水

産
公
社
を
通
じ
て
行
う

ル
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、

同
公
社
が
所
有
者
か
ら
借

り
受
け
、
市
町
村
が
策
定

し
て
い
る
地
域
計
画
に
名

前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
担

い
手
に
公
社
か
ら
農
地
を

貸
し
出
す
仕
組
み
で
あ
る
。

　
地
区
計
画
は
、
既
存
の

都
市
計
画
を
前
提
に
、
そ

の
地
域
の
実
情
に
見
合
っ

た
細
か
い
規
制
を
行
う
制

度
で
あ
り
、
用
途
地
域
外

の
場
合
、
農
振
除
外
、
農

地
転
用
な
ど
の
規
制
の
た

め
、
地
区
計
画
の
策
定
は

遊
休
農
地
の
工
業
用
地
化

に
効
果
的
に
働
く
と
は
思

え
な
い
。

議
員
　
地
区
計
画
に
は
、

沿
道
型
、
集
落
型
な
ど
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
廃
校
と

な
っ
た
小
学
校
跡
地
の
利

活
用
も
含
め
、
上
市
町
の

実
情
に
見
合
う
地
区
計
画

を
策
定
し
て
は
如
何
か
。

町
長
　
農
地
の
利
活
用
の

た
め
、
遊
休
農
地
を
町
が

す
べ
て
責
任
を
も
っ
て
処

分
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ

る
。
で
き
る
事
と
で
き
な

い
事
の
線
引
き
を
し
、
行

政
の
責
任
範
囲
の
中
で
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
。

住
民
生
活
に
安
心
感
を

与
え
て
ほ
し
い

既
存
校
舎
の
活
用

農
機
具
リ
ー
ス
制
度
の
確
立

安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り

一
般
質
問

一
般
質
問

廣田　透議員

東条叙宏議員

上市中学校

ネーミングライツ契約された施設

入札不調事例（さいたま市）

議
員

　先
日
「
つ
る
ぎ
の

味
蔵
」
を
運
営
す
る
株
式

会
社
テ
ィ
ー
・
ツ
リ
ー
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
ズ

の
自
己
破
産
申
請
が
公
表

さ
れ
た
。
今
後
の
土
産
物

店
の
運
営
を
ど
う
し
て
い

く
計
画
か
。

産
業
課
長  

本
施
設
は
、

平
成
27
年
４
月
よ
り
指
定

管
理
者
制
度
を
活
用
し
、

株
式
会
社
テ
ィ
ー
・
ツ
リ

ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
を
指
定
管
理
者
と
し

て
選
定
し
、
今
日
に
至
っ

て
い
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
指
定
管
理

者
は
、
地
元
農
産
物
の
直

売
や
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
き
た
ほ
か
、

九
宝
茶
や
純
国
産
の
メ
ン

マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
む
な
ど
、
実
質
的
な
道

の
駅
と
し
て
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
い
た
。

　
今
回
の
こ
と
を
契
機
に

当
施
設
の
あ
り
方
を
あ
ら

た
め
て
検
討
し
た
上
で
、

今
後
の
方
針
を
で
き
る
だ

け
早
く
固
め
て
い
き
た
い
。

議
員

　ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
契
約
企
業
社
員
が
、
施

設
利
用
時
に
割
引
を
受
け

ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を

検
討
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
本
契
約
は
、

愛
称
の
権
利
と
広
告
の
機

会
等
を
与
え
る
対
価
と
し

て
契
約
料
を
い
た
だ
く
も

の
で
あ
り
、
従
業
員
の
割

引
を
目
的
と
し
た
項
目
は

盛
り
込
ん
で
い
な
い
。
企

業
側
も
内
容
を
理
解
さ
れ

て
い
る
も
の
と
受
け
止
め

て
い
る
。

　
今
後
、
契
約
の
中
に
社

員
割
引
等
を
盛
り
込
む
可

能
性
や
、
期
待
さ
れ
る
効

果
等
に
つ
い
て
、
他
自
治

体
の
事
例
を
含
め
て
調
査

検
討
し
て
い
き
た
い
。

特
産
品
販
売
所
の
今
後

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
企
業
の
割
引
制
度

議
員

　中
東
情
勢
悪
化
に

よ
り
、
資
材
高
騰
・
入
札

不
調
が
全
国
的
に
発
生
し

て
い
る
事
な
ど
財
政
リ
ス

ク
の
観
点
か
ら
、
新
築
あ

り
き
で
は
な
く
、
長
寿
命

化
改
修
工
事
と
の
比
較
検

証
を
行
う
必
要
性
を
問
う
。

町
長
　
中
学
校
校
舎
は
既

に
築
60
年
近
く
で
、
改
修

し
て
も
今
後
20
年
程
度
の

使
用
し
か
見
込
め
な
い
た

め
、
新
た
に
建
設
す
る
と

決
め
て
い
る
。

　
長
寿
命
化
改
修
を
行
う

場
合
、
仮
設
校
舎
や
増
築

も
必
要
と
な
り
、
改
修
の

コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
は
十
分

に
発
揮
で
き
な
い
と
推
察

す
る
。

　
詳
細
な
調
査
・
設
計
に

は
多
額
の
費
用
を
要
し
、

現
時
点
で
比
較
検
証
す
る

と
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

　
一
方
で
、
人
件
費
の
上

昇
や
資
材
高
騰
、
入
札
不

調
、
中
東
情
勢
の
影
響
は

十
分
留
意
す
べ
き
事
項
と

認
識
し
て
い
る
。

　
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務

で
最
新
の
事
業
費
を
算
定

中
で
あ
り
、
町
に
と
っ
て

最
善
の
選
択
を
慎
重
に
見

極
め
る
。

　
も
う
少
し
時
間
を
頂
い

て
、
ど
う
い
う
提
案
が
で

き
る
か
、
事
業
費
が
ど
れ

く
ら
い
に
な
る
か
を
見
た

上
で
改
め
て
検
討
し
た
い
。

議
員

　前
向
き
な
答
弁
、

し
っ
か
り
受
け
止
め
る
。

子
ど
も
た
ち
の
将
来
、
こ

の
歴
史
的
な
事
業
を
様
々

な
観
点
か
ら
議
論
を
尽
く

し
、
前
向
き
に
進
め
た
こ

と
を
残
せ
る
よ
う
、
議
員

と
し
て
責
務
を
果
た
し
て

い
く
。

義
務
教
育
学
校
の
新
築
と
改
修

一
般
質
問

一
般
質
問

つ
る
ぎ
の
味
蔵
の
今
後

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
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農機シェアリングサービス

碓井憲夫議員

伊井勇治議員

千
葉
県
多
古
町
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り

議
員
　
競
争
力
の
あ
る
子

ど
も
を
中
心
に
統
合
を
進

め
て
は
な
ら
な
い
。
進
め

ら
れ
て
い
る
学
校
統
合
が

一
極
化
で
あ
る
。
少
子
化

を
背
景
に
全
国
で
統
合
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
先

生
の
な
り
手
不
足
や
不
登

校
も
増
え
て
い
る
。
教
育

の
現
場
と
町
の
未
来
に
暗

雲
を
も
た
ら
さ
な
い
か
心

配
し
て
い
る
。
多
額
な
コ

ス
ト
を
使
わ
ず
、
分
散
し

て
既
存
校
舎
の
活
用
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。

町
長
　
令
和
５
年
度
に
開

催
し
た
学
校
教
育
審
議
会

の
中
で
、
こ
の
案
に
つ
い

て
「
一
つ
の
校
区
を
分
散

さ
せ
る
こ
と
に
保
護
者
も

含
め
地
域
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
」

等
の
意
見
が
多
数
を
占
め

た
こ
と
か
ら
、
町
内
小
中

学
校
を
統
合
し
た
義
務
教

育
学
校
を
つ
く
る
こ
と
を

町
の
方
針
と
し
た
。

　
町
に
お
い
て
は
、
校
舎

面
積
の
縮
減
を
図
る
な
ど

事
業
費
の
抑
制
に
努
め
、

文
部
科
学
省
の
公
立
学
校

施
設
整
備
費
負
担
金
に
係

る
補
助
単
価
引
き
上
げ
の

要
望
を
国
・
県
に
対
し
繰

り
返
し
行
う
な
ど
、
町
の

財
政
負
担
を
極
力
抑
え
る

よ
う
努
力
し
て
い
る
。

　
町
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
、
魅
力
的

で
特
色
あ
ふ
れ
る
学
校
の

建
設
に
真
摯
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

議
員
　
こ
れ
か
ら
も
農
業

の
後
退
が
進
む
と
上
市
町

の
持
続
が
懸
念
さ
れ
る
。

コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク
タ

ー
の
買
替
え
が
で
き
な
く

農
業
を
や
め
る
方
が
い
る
。

農
機
具
メ
ー
カ
ー
と
共
同

し
、
小
さ
な
農
家
を
対
象

に
農
機
具
リ
ー
ス
制
度
を

行
う
こ
と
を
提
案
す
る
。

町
長
　
小
規
模
農
家
向
け

の
農
機
具
の
リ
ー
ス
制
度

を
つ
く
る
こ
と
は
難
し
い

と
思
わ
れ
る
が
、
他
自
治

体
の
事
例
の
調
査
や
他
の

農
機
具
メ
ー
カ
ー
へ
の
聞

き
取
り
を
行
い
、
事
業
実

施
の
可
能
性
を
探
り
た
い
。

議
員
　
農
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
遊
休
農
地
の
実
態

を
把
握
し
て
い
る
か
。
農

地
の
利
活
用
の
た
め
一
般

法
人
な
ど
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
か
。
Ｊ
Ａ
ア
ル
プ
ス
と

協
力
し
農
業
従
事
者
に
斡

旋
で
き
な
い
か
。
遊
休
農

地
を
活
用
し
た
地
区
計
画

を
策
定
し
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
を
検
討
し
て
は
如
何

か
。

産
業
課
長
　
遊
休
農
地
は
、

定
期
的
な
農
業
委
員
の
活

動
や
毎
年
８
月
の
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
に
て
把
握
し
て

い
る
。
農
地
を
相
続
さ
れ

た
方
が
町
外
・
県
外
に
居

住
さ
れ
て
い
て
、
高
齢
化

に
伴
う
離
農
や
管
理
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で

あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　
一
般
法
人
等
へ
の
Ｐ
Ｒ

は
、
法
人
側
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、
富
山

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ

Ａ
ア
ル
プ
ス
等
と
連
携
し

手
続
き
を
案
内
し
て
い
る
。

　
農
地
の
斡
旋
に
つ
い

て
、
現
在
、
農
地
の
貸
し

借
り
は
、
富
山
県
農
林
水

産
公
社
を
通
じ
て
行
う

ル
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、

同
公
社
が
所
有
者
か
ら
借

り
受
け
、
市
町
村
が
策
定

し
て
い
る
地
域
計
画
に
名

前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
担

い
手
に
公
社
か
ら
農
地
を

貸
し
出
す
仕
組
み
で
あ
る
。

　
地
区
計
画
は
、
既
存
の

都
市
計
画
を
前
提
に
、
そ

の
地
域
の
実
情
に
見
合
っ

た
細
か
い
規
制
を
行
う
制

度
で
あ
り
、
用
途
地
域
外

の
場
合
、
農
振
除
外
、
農

地
転
用
な
ど
の
規
制
の
た

め
、
地
区
計
画
の
策
定
は

遊
休
農
地
の
工
業
用
地
化

に
効
果
的
に
働
く
と
は
思

え
な
い
。

議
員
　
地
区
計
画
に
は
、

沿
道
型
、
集
落
型
な
ど
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
廃
校
と

な
っ
た
小
学
校
跡
地
の
利

活
用
も
含
め
、
上
市
町
の

実
情
に
見
合
う
地
区
計
画

を
策
定
し
て
は
如
何
か
。

町
長
　
農
地
の
利
活
用
の

た
め
、
遊
休
農
地
を
町
が

す
べ
て
責
任
を
も
っ
て
処

分
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ

る
。
で
き
る
事
と
で
き
な

い
事
の
線
引
き
を
し
、
行

政
の
責
任
範
囲
の
中
で
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
。

住
民
生
活
に
安
心
感
を

与
え
て
ほ
し
い

既
存
校
舎
の
活
用

農
機
具
リ
ー
ス
制
度
の
確
立

安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り

一
般
質
問

一
般
質
問
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追跡レポート追跡レポート その後実った議会での提案・要望

晴れて
暑い日でした

その後その後

　犯罪被害者とその

家族に対し、相談や

情報提供など切れ目

のない支援を行うと

ともに、重傷を負っ

た方や遺族へ見舞金

を支給する。

犯罪被害者へ途切れない支援を望む 災害時の仮設住宅建設予定地を
指定しては

令和７年９月定例会一般質問

その後その後

　令和７年１月、防災計画に基づく応急
仮設住宅候補地として、富士化学スポー
ツパーク丸山屋外多目的広場、旧白萩西
部小学校グラウンド、旧陽南小学校グラ
ウンドの３カ所を定めた。

令和６年12月定例会一般質問

　令和８年４月１日「上市町犯罪
被害者等支援条例」を施行

旧陽南小学校グラウンド 旧白萩西部小学校グラウンド

剱岳山開き
安全祈願祭・鎮魂祭が馬場島で行われ、

我々議員一同
参加させていただきました。

　会場には中川行孝町長はじめ、関係団体の代表者と、剱岳登山

や救助で亡くなられた方のご遺族が参列されました。登山者の安

全を祈願し、遭難事故による犠牲者のご冥福を祈りました。

　全国のアルピニストの

憧れの山である剱岳登山

を、本年も万全の準備で

無理をせず安全に行って

ください。

　　　　　　（廣田　透）

毎年６月１日は剱岳の山開きです毎年６月１日は剱岳の山開きです

かみいち町議会広報
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追跡レポート追跡レポート その後実った議会での提案・要望

晴れて
暑い日でした

その後その後

　犯罪被害者とその

家族に対し、相談や

情報提供など切れ目

のない支援を行うと

ともに、重傷を負っ

た方や遺族へ見舞金

を支給する。

犯罪被害者へ途切れない支援を望む 災害時の仮設住宅建設予定地を
指定しては

令和７年９月定例会一般質問

その後その後

　令和７年１月、防災計画に基づく応急
仮設住宅候補地として、富士化学スポー
ツパーク丸山屋外多目的広場、旧白萩西
部小学校グラウンド、旧陽南小学校グラ
ウンドの３カ所を定めた。

令和６年12月定例会一般質問

　令和８年４月１日「上市町犯罪
被害者等支援条例」を施行

旧陽南小学校グラウンド 旧白萩西部小学校グラウンド

剱岳山開き
安全祈願祭・鎮魂祭が馬場島で行われ、

我々議員一同
参加させていただきました。

　会場には中川行孝町長はじめ、関係団体の代表者と、剱岳登山

や救助で亡くなられた方のご遺族が参列されました。登山者の安

全を祈願し、遭難事故による犠牲者のご冥福を祈りました。

　全国のアルピニストの

憧れの山である剱岳登山

を、本年も万全の準備で

無理をせず安全に行って

ください。

　　　　　　（廣田　透）

毎年６月１日は剱岳の山開きです毎年６月１日は剱岳の山開きです

相ノ木小学校６年生議会傍聴レポート相ノ木小学校６年生議会傍聴レポート 令和８年６月12日(金)の
本会議（一般質問）を傍聴

町議会で学校を統合する時の
環境の変化の話がありまし
た。ぼくは人が増えたりして
環境が変化したらいやだから
しないでほしいです。　　　
　　 　　　　　　稲葉 啓都

町議会で上市町の学校が統合
したときに、行事をどうする
かという話がありました。私
は相ノ木小学校のすもう大会
やけん玉大会が好きなので、
学校が統合したときにも残し
てほしいと思いました。
　 　　　　　　　大井 絢菜

町議会でお話を聞いた時、学
校を統合させたら行事がどう
なるかという話がありまし
た。ぼくは自分のお父さんの
ころからある伝統あるすもう
大会を続けていってほしいな
と思いました。　 　池田 隼

町議会で学校を統合するとい
う話を聞いて、私はけん玉大
会や縄とび大会が相ノ木小学
校のよさだと思うので残して
ほしいです。でも、他の学校
も自分たちの学校の伝統を残
してほしいと思うので難しい
と思いました。　 石原 文渚

町議会に行ってみて、義務教
育学校になったとき、相ノ木
小学校の伝統のけん玉大会
や、すもう大会はなくなって
ほしくないと思いました。も
し統合になってもけん玉やす
もうを残してほしいと思いま
した。　　　　　 小森 琉夏

今回の町議会で学校が統合す
ることについて話されていま
した。学校が統合すると慣れ
ない環境でストレスをかかえ
てしまう子もいるそうです。
相ノ木小学校が統合される時
は、みんなが笑い合える学校
にしてほしいと思いました。
　　　　　　　　 中川 優那

町議会で学校が統合したら行

事はどうするかという話があ

りました。その時ぼくは、相

ノ木の伝統行事はどうなるか

と気になりました。もしもな

くなったとしても、ぼくは行

事をみんなに教えていきたい

なと思いました。 藤縄 伊織

町議会の話し合いで学校をど
うするかという話がありまし
たが、ぼくは統合してしまう
と相ノ木小学校のいろいろな
伝統がなくなってしまうし、
ほかの学校の伝統もなくなっ
てしまうから残してほしいな
と思いました。　 松本 拓巳

ぼくは話を聞いて、相ノ木小
が統合して伝統がなくなって
しまったりするのがいやだか
ら、話し合って残していきた
いと思いました。
　　　　　　　　 鍛冶 眞斗

町議会を見て聞いて、義務教
育学校になったら行事をどう
するかという話がありまし
た。私は相ノ木小学校伝統の
すもうやけん玉が楽しくて好
きなので残してほしいと思い
ました。　　　　 筒井 愛絆

町議会で義務教育学校になっ
たとき、どういう行事をする
かという話がありました。私
は相ノ木小学校のすもう大会
の伝統が大好きだし、みんな
女子、男子関わらずがんばっ
ているので、すもう大会の伝
統を残してほしいと思いまし
た。　　　　　　 本江 彩姫

町議会で議員の方々の話を聞
いて、義務教育学校になった
ときに、行事が消えるのかが
心配です。ぼくは相ノ木小の
すもう大会が好きなので残し
てほしいです。　 吉﨑 雅晴

町議会で話を聞いた時に、学
校が一つに集まる時に学校の
行事は残っているのかと、話
がでていました。１年生～６
年生までけん玉大会に向けて
練習をたくさんして、けん玉
が好きだったのでなくなるの
はすごく悲しいので残ってい
てほしいです。 　　屋敷 蓮

町議会で学校が統合すること
という話がありました。ぼく
は相ノ木小学校へいつも楽し
く通いたいと思いました。
　　　　　　　　　　森 陽汰

ぼくは学校が統合することを
聞いてびっくりしました。伝
統がなくなるかもしれないか
らさみしいです。でも、統合
した学校はどういう学校か気
になるから楽しみです。今回
は本当にありがとうございま
した。　　　　　　 谷口 鈴

町議会を傍聴して、全部の学
校が統合される時にあった行
事は、自分は残してほしいな
と思いました。理由はただ人
が少ないという理由で歴史あ
る伝統をなくしたくないから
です。　　　　　 堀田 爽礼

町議会で統合する時に、もと
の学校の行事が残るのかとい
う話がありました。私が１年
生の時からある、けん玉大会
やすもう大会が伝統として残
ってきているので、統合して
も残してほしいと思いました。
　　　　　　　　 髙本 瑠那

町議会で義務教育学校になっ
たとき、もとの学校の伝統や
行事はどうするかというお話
がありました。相ノ木小では
すもう大会という伝統が毎年
7月中にあります。楽しみだ
けではなく、うれしさやくや
しさも学べるので残してほし
いと思いました。
　　　　　　　　　 平井 果

町議会でいろいろなことを知
り、特に子どもの意見を取り
入れることなどを話してい
て、町民の立場を考えている
と感じました。大人だけでな
く、幅広い人によりそってい
ることがすごかったです。こ
れからもがんばってくださ
い。　　　　　　 若木 遼馬

町議会で義務教育学校になっ
たときの話がありました。私
はすもう、けん玉が好きでも
りあがったり、真剣に取り組
むのが楽しいので残してほし
いと思いました。 伏間 心優

　真剣に耳を傾け、自分の言葉で意見を書いて
くれた皆さんを頼もしいと思います。相ノ木小
の伝統を残したい気持ち、愛着が湧いた豊かな
感性を大切に思う気持ち、子どもたちにはしっ
かりとありました。皆さんが通いたいと思える
学校を、町全体でつくっていきたいと思います。

議員の所感

（東条叙宏　議員）

かみいち町議会広報
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学校のあり方検討特別委員会
　６月３日（水）、上市町義務教育学校整備事業への参加を予定している事業者に向けた
実施方針及び要求水準書の公表に先立ち、学校建設室より概要説明がありました。

義務教育学校の開校は、 令和１４年４月１日
 　　（中学生の授業を、 令和１３年９月１日から新校舎で先行開始。）

教育理念　仰剱立志（ぎょうけんりっし） 
教育目標　ふるさとに誇りをもち、未来を生きぬく人材の育成

【上市町義務教育学校の教育基本構想】

建設予定地

延 床 面 積

事 業 方 式

前 提 条 件

整 備 施 設

特別教室

メディアスペース

理科室

美術図工室

技術室

家庭科室

音楽室

外国語学習室

多目的ホール

ステージ

大体育館

小体育館

器具庫

更衣室

体育倉庫

屋外トイレ

こども図書館

地域連携推進室

防災備蓄倉庫

男子・女子トイレ
バリアフリートイレ

体育施設

複合機能

そ の 他

施設別棟

住民が地域活動を
学校で行えるよう
になるんだね。

現在の上市中学校敷地（上市町稗田１番地） 敷地面積 約3.1ha

約 13,500㎡

DBO方式（資金は町で準備し、設計・施工・維持管理・
運営は民間企業が実施する）

校舎等の整備期間中は、既存校舎での教育活動を継続。
仮校舎は設置しない計画。

普通教室、理科室や音楽室などの特別教室、体育館、グ
ラウンド、公園、スクールバス（乗降スペース）、駐車場、
駐輪場、地域推進室など

Ｑ 上市ならではの良さを具体的
　 にどう盛り込むか？

Ｑ 町民が地域活動や交流が行え
 　る場の運営方法は？

Ｑ 大手ゼネコンの参画が予想さ
　 れるなか、地域の事業者への
 　配慮は？

１　豊かな自然を活かしたふるさと教育の推進
２　９年間の子どもの育ちを見通した小中一貫教育の推進
３　１年次からの外国語（英語）活動と国際理解教育の充実 
４　一人一人の教育的ニーズに応じた支援・配慮の充実 
５　１～９年次までの児童・生徒による異学年活動の推進
６　学校、家庭、地域がつながる地域学校協働活動の推進

【教育目標重点項目】  　

◆施設・建設のポイント

◆地域開放する諸室リスト

◆委員会でのQ＆A

◆事業スケジュール（予定）

学校建設の
方針が
決まる！！

　少子化が急速に進む中、上市町、そして日本の未来を担う子どもたちの教育環境を整備するために、こ
の上市町義務教育学校の整備は避けては通れない事業です。国内で発生してきた各種災害、不安定な世界
情勢の中、資材など物価が高騰を続けています。そんな中で発生した中東問題による原油等の供給不足が
更にあらゆる資材、物価高を招いています。建設資材、人件費の高騰などにより建設費が増大し、全国各
地の自治体で、入札が不調となったり、建設が進まず停滞したりしております。この先、不安な要素は多
くありますが、大切な子どもたちにしっかりとした教育環境を整備する、後世に誇れる学校建設のため、
最大限の知恵を出し合い進める必要があります。

委員長所感

学校のあり方
検討特別委員会

（廣田泰三　委員長）

Ａ　剱岳を望めるところに教室、諸室を配置したり、地域の人と
　の交流を育むような創意工夫をする。
　　富山県が全国の中でも降雪、降雨量が多いため、スクールバ
　スの乗降スペースに大型のひさしをつけ、子どもたちが濡れな
　いように配慮する。

Ａ　地元企業の参画や地元産資材・労務の利用に目標値を設定し、
　地域経済を循環させる仕組みを構築する。また、その実績に応
　じて加点評価を行うことで、地域貢献に積極的に取り組む企業
　を優遇し、地域全体の活性化を目指す。

Ａ　「地域連携推進室」を新設し、その管理・運営を事業者に委
　託する。専門的な視点で地域開放や交流活動を推進する。

9月頃

令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度 令和28年度…

6月末日

7月末日

7月末日

3月末日

3月末日6月末日

11月末日

11月末日

9月1日

9月1日

9月1日 4月1日

事業契約締結 事 業 期 間

１期 工 事
２期
工事

維持管理・運営期間（施設引渡日～令和29年3月末日）

（中学校新校舎及びこども図書館） （義務教育学校（開校））

施設引渡日

施設引渡日

施設引渡日

供用開始日 供用開始日

３期
工事

早

　見

　表

１　歳
２　歳
３　歳
年小児
年中児
年長児
小学１年
小学２年
小学３年
小学４年

中１（７年生）
中２（８年生）
中３（９年生）

１年生
２年生
３年生
４年生
５年生
６年生
７年生
８年生
９年生

かみいち町議会広報
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学校のあり方検討特別委員会
　６月３日（水）、上市町義務教育学校整備事業への参加を予定している事業者に向けた
実施方針及び要求水準書の公表に先立ち、学校建設室より概要説明がありました。

義務教育学校の開校は、 令和１４年４月１日
 　　（中学生の授業を、 令和１３年９月１日から新校舎で先行開始。）

教育理念　仰剱立志（ぎょうけんりっし） 
教育目標　ふるさとに誇りをもち、未来を生きぬく人材の育成

【上市町義務教育学校の教育基本構想】

建設予定地

延 床 面 積

事 業 方 式

前 提 条 件

整 備 施 設

特別教室

メディアスペース

理科室

美術図工室

技術室

家庭科室

音楽室

外国語学習室

多目的ホール

ステージ

大体育館

小体育館

器具庫

更衣室

体育倉庫

屋外トイレ

こども図書館

地域連携推進室

防災備蓄倉庫

男子・女子トイレ
バリアフリートイレ

体育施設

複合機能

そ の 他

施設別棟

住民が地域活動を
学校で行えるよう
になるんだね。

現在の上市中学校敷地（上市町稗田１番地） 敷地面積 約3.1ha

約 13,500㎡

DBO方式（資金は町で準備し、設計・施工・維持管理・
運営は民間企業が実施する）

校舎等の整備期間中は、既存校舎での教育活動を継続。
仮校舎は設置しない計画。

普通教室、理科室や音楽室などの特別教室、体育館、グ
ラウンド、公園、スクールバス（乗降スペース）、駐車場、
駐輪場、地域推進室など

Ｑ 上市ならではの良さを具体的
　 にどう盛り込むか？

Ｑ 町民が地域活動や交流が行え
 　る場の運営方法は？

Ｑ 大手ゼネコンの参画が予想さ
　 れるなか、地域の事業者への
 　配慮は？

１　豊かな自然を活かしたふるさと教育の推進
２　９年間の子どもの育ちを見通した小中一貫教育の推進
３　１年次からの外国語（英語）活動と国際理解教育の充実 
４　一人一人の教育的ニーズに応じた支援・配慮の充実 
５　１～９年次までの児童・生徒による異学年活動の推進
６　学校、家庭、地域がつながる地域学校協働活動の推進

【教育目標重点項目】  　

◆施設・建設のポイント

◆地域開放する諸室リスト

◆委員会でのQ＆A

◆事業スケジュール（予定）

学校建設の
方針が
決まる！！

　少子化が急速に進む中、上市町、そして日本の未来を担う子どもたちの教育環境を整備するために、こ
の上市町義務教育学校の整備は避けては通れない事業です。国内で発生してきた各種災害、不安定な世界
情勢の中、資材など物価が高騰を続けています。そんな中で発生した中東問題による原油等の供給不足が
更にあらゆる資材、物価高を招いています。建設資材、人件費の高騰などにより建設費が増大し、全国各
地の自治体で、入札が不調となったり、建設が進まず停滞したりしております。この先、不安な要素は多
くありますが、大切な子どもたちにしっかりとした教育環境を整備する、後世に誇れる学校建設のため、
最大限の知恵を出し合い進める必要があります。

委員長所感

学校のあり方
検討特別委員会

（廣田泰三　委員長）

Ａ　剱岳を望めるところに教室、諸室を配置したり、地域の人と
　の交流を育むような創意工夫をする。
　　富山県が全国の中でも降雪、降雨量が多いため、スクールバ
　スの乗降スペースに大型のひさしをつけ、子どもたちが濡れな
　いように配慮する。

Ａ　地元企業の参画や地元産資材・労務の利用に目標値を設定し、
　地域経済を循環させる仕組みを構築する。また、その実績に応
　じて加点評価を行うことで、地域貢献に積極的に取り組む企業
　を優遇し、地域全体の活性化を目指す。

Ａ　「地域連携推進室」を新設し、その管理・運営を事業者に委
　託する。専門的な視点で地域開放や交流活動を推進する。

9月頃

令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度 令和28年度…
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7月末日

7月末日

3月末日

3月末日6月末日

11月末日

11月末日

9月1日

9月1日

9月1日 4月1日

事業契約締結 事 業 期 間

１期 工 事
２期
工事

維持管理・運営期間（施設引渡日～令和29年3月末日）

（中学校新校舎及びこども図書館） （義務教育学校（開校））

施設引渡日

施設引渡日

施設引渡日

供用開始日 供用開始日

３期
工事

早

　見

　表

１　歳
２　歳
３　歳
年小児
年中児
年長児
小学１年
小学２年
小学３年
小学４年

中１（７年生）
中２（８年生）
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１年生
２年生
３年生
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６年生
７年生
８年生
９年生
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沿　革

先生の声 児童の声

子どもたちの学校生活は、小学校公式ホームページから

ご覧いただけます。 ←上市中央小学校HPはこちら

青木道子 校長 児童会長
島田玲奈 さん

上市中央小学校
先行統合スタート！！

　今後の義務教育学校開設を見据え、令和８年４月より上市中央小学校の先行統合がス
タートしました。３月に閉校した陽南小学校、白萩西部小学校と、上市中央小学校の子ど
もたちが共に新たな環境で授業を受けています。 
　先行統合からの子どもたちの様子を取材しましたので報告します。

　新たにバス通学を始めた低学年の児童を対象に、下校時のバスを待つための居場所を
開設。

昭和33年９月 上市小学校（児童数1232名）と音杉小学校（児童数519名）を統合し上市 
 中央小学校（児童数1751名）が開校

平成30年９月 創校60周年記念式典

令和８年４月 陽南小学校（児童数28名）と白萩西部小学校（児童数36名）を先行統合 
 し新体制（児童数346名）となる

　子供たちは、日々の生
活や、全校集会、運動会
などの時間を共有する中
で、出身校や学年を超え
て仲間の輪を広げていま
す。 
　 「中央小学校の自慢は
あいさつだね」「みんな
明るくて仲良しだね」と、
子供たち自身が学校のよさをうれしそうに語
る姿も見られます。３校それぞれのよさが自
然と混ざり合い、「新しい上市中央小学校を
自分たちで創り上げよう」とする意欲を感じ
る毎日です。 
　 新しい環境に慣れるペースは一人一人
様々ですが、子供たちは、日々の経験を通し
て着実に自分の居場所を広げています。教職
員一同、子供たちの気持ちに寄り添いながら、
安心して笑顔で過ごせる学校づくりを進めて
いきます。

　対面式では、「それぞ
れの学校の伝統や一人一
人の個性に合わせ、違い
を尊重して切磋琢磨して
いこう」と呼びかけまし
た。その言葉の通り、お
互いのよさを認め合う姿
がたくさん見られるよう
になりました。クラスの
人数が増えたことで、授業中には様々な意見
が飛び交い、休み時間のグラウンドには、み
んなの元気な声があふれています。
　先日の運動会では「新・中央っ子パワー全
開！笑顔のバトンをつなげよう」というス
ローガンのもと、仲間と心を一つにして全力
でゴールを目指す姿に新しい学校としての強
い絆を感じました。
　これからも全員で力を合わせ、お互いに成
長し合える上市中央小学校の歴史を創ってい
きたいと思います。

 春の主な行事

「バス待ちキッズルーム」開設！！４月10日　入学式

54名の新１年生が入学し、

２クラスとなりました。

５月７日　野菜栽培学習

２年生が育てたい野菜苗を

販売店で直接選んで購入。

現在畑に植え替えて

栽培中！

５月23日　運動会

３校統合後の初めての運動会。
「新・中央っ子パワー全開！～え
がおのバトンをつなげよう～」
のスローガンの下、新中央っ子
のパワーを感じました。

指導員が見守るなか、安心して宿題や
読書などに取り組めます！
・午後２時頃から午後３時頃まで

指導員が最後まで見守り

議員の所感

（伊井勇治　議員）

　３校の小学校が統合され新学期の授業状況を見学しました。見た目では違和感なく学習してい
る様子が伺えたと思います。体操服なども旧小学校のままでしたが、お互いの児童が共に連携し
学習していました。児童の皆さんには、これからも多くの事を楽しく学んでほしいと思います。
なお、登下校時ですが、バス乗り場に見守りの方が詰めておられました。大変ありがとうござい
ます。

かみいち町議会広報
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常任委員会行政視察報告

（當波紀子 議員）議員の所感

滑川町役場を訪問

旧酒直小学校（外観）

地域交流・民間活用の場として再生

滑川町のキャラクターターナちゃん

上市町でも給食費・子ども医療費の無償化を
実施していますが、滑川町が20年前から取り
組んできた先見性に感嘆しました。

　滑川町は、民間組織「人口戦略会議」が公表した分析で、全国でわず
か65自治体しかない「100年後も若年女性人口が安定・増加し、消
滅しない町」の一つに選ばれました。首都圏へのアクセスに優れ、池
袋まで電車で約１時間という立地条件を生かしながら、長年にわたり
子育て支援策を積極的に進めてきたことが高く評価されています。

•所得制限なしの給食費無償化
•医療費助成の拡充
•コミュニティ支援の充実

　これらの施策を約20年前から継続的に進めてきたことが、若い世
代から選ばれる町づくりに繋がり、人口減少時代における先進事例と
して全国的な注目を集めています。

千葉県・埼玉県 ４つのまちを視察しました　令和８年５月18日（月）～20日（水）

子育て施策と学校統合後の施設活用

①滑川町（なめがわまち）

②栄町（さかえまち）

20年の継続が生んだ “消滅しない町”

　栄町では「中学生模擬議会の取組」と「旧酒直小学校跡地の利
活用」について視察を行いました。中学生模擬議会は、主権者教
育の一環として、中学生が町政への質問や提案を行う取組であ
り、生徒の意見が施策に反映された事例について説明を受けまし
た。
　また、旧酒直小学校では、シルバー人材センターを中心に地域
交流や民間事業者による活用が行われていました。視察を通じ
て、子どもの参画と学校跡地の有効活用は、今後の地域づくりに
重要であると感じました。

子どもの声を町政へ／廃校を地域の拠点に

埼玉県

千葉県

（百塚由紀 議員）議員の所感

上市町では、小学6年生の議会傍聴を発展させ
るなど、段階的な取組が有効ではないかと考
えます。また、学校統合後の施設活用につい
ては、閉校後ではなく、統合を議論する段階から地域と活用
方法を共有し、準備を進めることが重要であると認識しまし
た。

常任委員会行政視察報告

（碓井憲夫 議員）議員の所感

全国的に評価の高い「多古米」

特産品の富里スイカ

市役所前のサラブレッド像

道の駅多古 あじさい館

「よくぞここまで」と感心するとともに、「ここま
でやらないと農業の減退は止まらない」「住民と共
同して少しずつでも前に進まねば」との思いを新た
にしました。

　多古町は、全国的にも評価の高い「多古米」を中心とした農業のまち
である。農家の高齢化や後継者不足等による農業従事者の減少を解決し､
農業への関心や生産性の向上を推進するための施策を行っている。

•成田空港に近い地の利を生かし「多古米」を海外へ輸出。農家の所
　得を向上
•農機具メーカーが保有・管理する農機をシェア利用。農機具の買換
　えの負担を軽減。主に新規就農者や耕作面積の小さい農家が利用
•第３セクターが運営する「道の駅多古あじさい館」では農産物や特
　産物を販売。地元食材を使用した食事を提供
•「多古町の農業を考える会」が発足。地域課題を共有し意見交換。
　農業希望者と地域の農業者との交流活動を実施
•「有機農業」を推進。有機栽培の「多古米」や野菜を学校給食で使用

農業と企業誘致で挑戦するまち

③多古町（たこまち）

④富里市（とみさとし）

農業のまちの本気の挑戦 “多古米”

　富里市は人口約５万人の成田空港に近接する立地であり、特産
品はスイカである。また、サラブレッドの発祥の地でもある。

　富里市では地域経済の活性化と雇用創出を目的とした企業誘致
を積極的に推進している。特に、企業誘致専門員を配置し、金融
機関やデベロッパーとのネットワークを活用しながら、企業ニー
ズの把握や土地所有者とのマッチングを行っている点が特徴的で
あった。

　企業等立地サポート制度を整備し、遊休地情報の収集や土地活
用相談を通じて企業立地を支援している。また、企業立地奨励金
や雇用促進奨励金を設けることで、企業進出の後押しを行っていた。

企業誘致で経済の活性化と雇用創出

千葉県

千葉県

（廣田 透 議員）議員の所感

上市町でも令和 10 年完成を目指し大坪企業団地を
造成中です。　完成に向け、企業へ積極的にアプロー
チできる“相談員”の導入を検討する必要性を感じ
ました。あわせて、災害の少ない富山県東部という特色を売り
込むことも大切だと感じます。
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連絡先　上市町議会
〒930―0393 富山県中新川郡上市町法音寺１　☎076―472―2550　FAX076―472―1115　ホームページhttps://www.town.kamiichi.toyama.jp

横　越

　

野見山明子さん
中江上

碓井宏幸さん

　
３
年
間
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
を
終
え
、
こ
の
4
月

か
ら
は
町
観
光
協
会
で
働
い
て
お
り
ま
す
。
日
々
の
仕
事
を
通

し
て
ま
た
生
活
者
と
し
て
町
の
住
み
や
す
さ
を
実
感
す
る
一

方
、
こ
れ
か
ら
の
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
課
題
も

意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
高
齢
化
が
進
む

中
で
の
移
動
手
段
の
確
保
や
、
旅
行
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で

き
る
公
共
交
通
の
あ
り
方
な
ど
、
足
元
の
暮
ら
し
を
守
り
育
む

仕
組
み
づ
く
り
は
今
ま
さ
に
必
要
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
長
く
こ
の
町
を
支
え
、
守
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々

の
生
の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、
そ
の
想
い
を
汲
み
取
っ

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
誰
も
が
心
地
よ
く
暮
ら
せ
る
「
優
し
さ

に
満
ち
た
町
づ
く
り
」
に
繋
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

●
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　「
足
元
の
暮
ら
し
を
守
る
仕
組
み
づ
く
り
」
と
同
時
に
、
上

市
町
の
素
晴
ら
し
い
財
産
で
あ
る
森
林
を
活
か
し
た
「
未
来
へ

の
投
資
」
に
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
木
の
温
も
り
を
通
じ
て
自
然
と
の
共
生
を
学
び
、
郷
土
に

誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
進
む
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
現
在
の
暮
ら
し
の
安
心
を
守
り
な
が
ら
、
何
十
年
先
も

の
未
来
を
見
据
え
た
力
強
い
リ
ー
ド
や
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
期
待
し
、
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

　
梅
雨
入
り
前
に
こ
の
原

稿
を
書
い
て
い
ま
す
。
広

報
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ

に
は
梅
雨
明
け
し
て
暑
い

夏
の
真
最
中
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
町
民
の
皆
様

も
賢
く
暑
さ
対
策
さ
れ
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
今
号
で
も
学
校
に
関
す

る
特
集
を
行
い
ま
し
た
。

町
の
大
事
な
子
ど
も
た
ち

を
健
や
か
に
、
た
く
ま
し

く
育
む
学
校
環
境
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
皆
様
の
関

心
も
益
々
高
ま
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
町
民
の

皆
様
と
共
に
色
々
と
意
見

を
交
換
し
な
が
ら
、
最
善

の
学
校
環
境
と
な
る
よ
う

議
会
も
活
発
に
動
い
て
い

く
べ
き
で
す
ね
。

　
情
報
提
供
を
議
会
広
報

で
も
担
っ
て
い
き
ま
す
。

議
員
を
見
か
け
た
ら
、
皆

様
の
意
見
を
遠
慮
な
く
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　(

酒
井
一
好)

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
廣
田
　
　
透

副
委
員
長
　
當
波
　
紀
子

委
　
　
員
　
百
塚
　
由
紀

　
　
　
　
　
東
条
　
叙
宏

　
　
　
　
　
酒
井
　
一
好

　
　
　
　
　
廣
田
　
泰
三

　
　
　
　
　
伊
井
　
勇
治

　
　
　
　
　
松
本
　
　
寛

編
集
後
記

編
集
後
記

　
町
民
の
声
コ
ー
ナ
ー
に
、

ひ
と
言
お
寄
せ
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

各
議
員
ま
た
は
議
会
事
務

局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

会
議
録
の
閲
覧

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
本

会
議
の
会
議
録
の
検
索
や
閲

覧
が
で
き
ま
す
。
（
定
例
会

終
了
後
約
２
カ
月
後
に
更
新

さ
れ
ま
す
。）

　
議
会
会
議
録
検
索

https://w
w
w
.to
w
n.kam

ii

chi.to
yam
a.dbsr.jp/

「
声
」
の
募
集

町民の声　紹介

　
父
と
と
も
に
家
業
の
も
ち
製
造
・
販
売
を
営
ん
で
い
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
製
法
を
大
切
に
し
、
今
で
も
臼
で
つ
い
た
も
ち
づ

く
り
を
続
け
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
味
を
守

っ
て
い
ま
す
。
父
子
家
庭
と
し
て
双
子
の
息
子
を
育
て
上
げ
、

現
在
は
二
人
と
も
社
会
人
３
年
目
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
仕
事
に
必
要
な
資
格
取
得
に
も
意
欲
的

に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
努
力
す

る
姿
に
成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
。
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
は

苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
歩

ん
で
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
、
住
み
よ
い
上
市
町
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

●
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　
父
子
家
庭
と
し
て
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
す
る
中
で
、
食
事

支
援
や
利
用
で
き
る
施
設
・
制
度
の
情
報
が
も
っ
と
分
か
り
や

す
く
提
供
さ
れ
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
相
談
支
援
だ
け
で
な
く
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
や
支

援
先
を
紹
介
す
る
仕
組
み
を
充
実
さ
せ
、
母
子
・
父
子
家
庭
や

自
営
業
世
帯
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

９月上市町議会定例会日程

７日㈪

11日㈮

14日㈪

15日㈫

17日㈭

～18日㈮

25日㈮

● 本会議（提案理由の説明、決算審査報告）

● 全員協議会

● 本会議（一般質問、質疑、委員会付託）

● 総務教育常任委員会

● 産業厚生常任委員会

● 決算審査特別委員会

● 全員協議会

● 本会議（委員長報告、討論、採決）

◆ 本会議はどなたでも傍聴できます。委員会については、議会
    事務局にお問い合わせください。

期日 会議内容
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